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橋桁はワイヤーでつながっている後醍醐天皇ゆかりの地・恋志谷神社

上津屋橋（流れ橋）恋路橋（沈下橋・潜水橋）
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三
重
県
の
伊
賀
地
方
に
端
を
発
し
、
淀
川
水
系
の
支
流
を
な
す
一
級
河
川
、
木
津
川
。

そ
の
下
流
域
・
京
都
府
八
幡
市
に
「
上
津
屋
橋
」
と
い
う
歩
行
者
専
用
の
木
造
橋
が
あ
る
。

時
代
劇
の
ロ
ケ
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
の
橋
は
「
流
れ
橋
」
と
も
い
う
。

大
雨
や
台
風
で
川
の
水
位
が
上
が
れ
ば
、
橋
桁
だ
け
流
さ
れ
る
構
造
が
名
前
の
由
来
だ
。

橋
桁
は
ワ
イ
ヤ
ー
で
橋
脚
と
結
ば
れ
、
流
さ
れ
て
も
わ
ず
か
数
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。

水
位
が
下
が
る
と
回
収
し
て
元
通
り
に
設
置
で
き
る
。

木
津
川
の
上
流
域
・
京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
に
架
か
る
の
は
、

い
か
に
も
京
都
ら
し
い
雅
な
名
前
の
「
恋
路
橋
」。

後
醍
醐
天
皇
ゆ
か
り
の
「
恋
志
谷
神
社
」
へ
通
じ
る
こ
の
橋
を
カ
ッ
プ
ル
で
渡
っ
て

お
参
り
す
る
と
恋
愛
が
成
就
す
る
と
い
う
。

恋
路
橋
が
土
木
構
造
上
「
沈
下
橋
」「
潜
水
橋
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、

大
雨
増
水
時
に
は
川
に
飲
み
込
ま
れ
て
隠
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
か
。

流
線
型
構
造
の
橋
脚
は
川
の
流
れ
に
よ
る
抵
抗
を
受
け
に
く
く
、

水
位
が
下
が
る
と
再
び
姿
を
現
す
仕
組
み
だ
。

い
ず
れ
の
橋
も
欄
干
が
な
く
、
増
水
時
に
は
通
行
で
き
な
い
不
便
さ
は
あ
る
が

柳
の
枝
の
よ
う
な
し
な
や
か
さ
と
強
靭
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

支
流
に
14
も
の
天
井
川
が
あ
り
、
ひ
と
た
び
堤
防
が
決
壊
す
る
と
濁
流
が
襲
い
、

流
域
に
大
き
な
水
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
木
津
川
。

そ
ん
な
厳
し
い
自
然
と
向
き
合
う
人
々
の
知
恵
と
工
夫
か
ら
生
ま
れ
た
風
景
が
こ
こ
に
あ
る
。

木
津
川
に
架
か
る「
流
れ
橋
」と「
沈
下
橋
」

こ
う
づ
や
ば
し

こ
い
し
や



一般社団法人  日本建設業連合会　関西支部

●
巻
頭
対
談
／
近
畿
の
未
来

脱
・
東
京
一
極
集
中
！

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
商
都
復
活
そ
し
て
世
界
都
市
へ

福
島
伸
一
氏×

藤
井　

聡
氏

●
レ
ポ
ー
ト
・
最
前
線　
　

関
西
の
土
木
力
を
結
集
し
た
世
界
初
の
挑
戦

「
バ
タ
フ
ラ
イ
橋
」

●
ザ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

大
成
建
設
㈱　

工
事
主
任　

勝
田
つ
か
さ
さ
ん

●
偉
人
た
ち
の
歴
史
街
道

淀
川
水
系
の
治
水
・
利
水
の
発
展
に
貢
献
し
た

二
人
の
偉
業

●
し
び
るW

alker

歴
史
が
息
づ
く
ガ
ラ
ス
の
街　

長
浜
・
黒
壁
ス
ク
エ
ア

﹇
コ
ラ
ム
﹈
自
然
と
の
共
生
「
魚
道
と
魚
道
堰
」
／
ト
ピ
ッ
ク
ス
／
土
木
の
あ
る
風
景

1711131720

関
西
の
土
木
力
。


